
農業クラブ通信第８号 

 

 ６月１１日（火）に出雲市にある島根県畜産技術センターにて家畜審査競技県大会（島根県学校農業クラブ主

催）が行われました。本校の農業系列には、畜産を学ぶ科目は無く牛も飼育していません。しかしながら、大田

市は県内でも有数な畜産業が盛んな地域です。子ども達に、ふるさとの産業に興味関心を抱いてほしいという思

いから数年前から本校の農業系列の生徒全員で参加をしています。 

  

★「牛がいない学校こそ優勝しよう」を合い言葉に、農林大学校で事前学習会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★本番当日、移動中のバスのなかでも学習プリントを見返しながら勉強していました。まずは個人戦です。県内

の農業高校から肉用牛の部、乳用牛の部あわせて約１５０名の参加がありました。２０分間の審査時間を目一

杯使って、能力の高い牛を見極めて順位付けをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★次に団体戦です。団体戦は、３人一チームとなり先鋒・中堅・大将の順に出題された問題に答えていきます。

全員の総得点で順位が決まるので、それぞれが緊張した面持ちで臨んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★肉用牛の部個人戦 優秀賞 
 和田 太陽  細田 晟瑠  中田 珠音  竹内 星那  森山 優樹  森山 拓海 

 長島 詩月  内藤 琴里  岩木 涼菜  西本 芽生  向田 翔也  稗田 凌大 

 松田 葵乙 

 

★肉用牛の部団体戦 第４位入賞 
 和田太陽  小田 竜河  中島 隆成 

 

大会結果です。肉用牛の部個人戦優秀賞１３名、団体戦４位入賞という素晴らしい結果でした。結果に関わらず 

農業系列の２年生、３年生全員が家畜の審査および地域の産業について熱心に、積極的に学習できたことが何よ 

りの成果ではないかと思います。来年の大会に向けて、今後も学習していきたいと思います。 

 

＊校長便り第７号に、家畜審査競技県大会の様子が掲載されています。 


